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退任教員のことば

大阪市立大学名誉教授　西村　弘
　就職して20年、大学院に入ってから31
年となったこの₃月末で退職することに
なりました。定年を待たずしての退職ゆ
え、諸先輩とは異なりますが、区切りと
して一文を残したく思います。
　振り返って一番強く感じるのは教授会
のチームワークが良くなったことです。
就職当時、商学部のカラーは「自由闊達」、授業と校務を
果たせば、後は研究。頑張って学会で認められるようにな
りなさい、できれば本を早く、とだけ言われました。その
プレッシャーは強いものでしたが。ただ、同僚の先生方
がどのような研究をされているのか、ほとんど知りません
でした。知る必要がなかったというのが正確でしょうか。
「商学部は、個人商店の集まり」とも言われました。
　しかし、変化はすぐにやってきました。コース制の採用
で、どのようなくくり方がふさわしいかと、互いの教育研
究内容を確認しあい、やがて、各コースの教科書を相互批
判しながら作る、共同研究を複数立ち上げる等々、あれよ
あれよと共同作業が増えました。それは研究だけでなく、
大学院部局化やCOE・ＧＰの申請等の実務でもそうで、そ
れらはチームの意識なくしてできる仕事ではありませんで
した。
　チームワークは良くなりました。でもそれは、そうでな
ければ乗り切れないほど大きな課題が連続して押し寄せた
から、ということでもありました。教員定員は削減され、
学生数は増加し、新規の仕事は増える。今後もそれが続く
としたら・・・。
　弦はますます強く張られ、音色はいよいよ高く、澄んで
きたと思います。弦、鳴りやまずを、願わずにはいられま
せん。
プロフｨーﾙ
　19５3年、宝塚市生まれ。京都大学経済学部卒。80年、大阪市立大
学経営学研究科に進学。交通論を研究。91年、商学部に講師採用。
著書『クルマ社会アメリカの模索』(白桃書房、98年)、『脱クルマ社
会の交通政策』（ミネルヴァ書房、2007年）。

新任教員の紹介

商友会収支報告

山田仁一郎（やまだじんいちろう)　准教授
　このたび戦略経営論担当で赴任致し
ました。専門は、企業家活動（アントレ
プレナーシップ）やイノベーションを軸
にした経営戦略や人材育成などの分野
です。学生と一丸になって、元気な現
場の方々のお話をうかがい、対話をす
ることが₃度の御飯と同じくらい好き
です。たいへんな世相や国際社会の激動の中ですけれど
も、地道にチャンスをとらえて挑戦する場づくりを志して
おりますのでどうか気軽にお声をおかけいただければ幸甚
です。
（中央大学商学部卒・北海道大学大学院経済学研究科修了
　・香川大学経済学部勤務）
除本　理史（よけもとまさふみ)　准教授
　₄月から環境政策論などを担当する
ことになりました。主な研究テーマ
は、環境被害救済をめぐる費用負担、
環境再生のまちづくり等です。これま
で、深刻な公害の生じた神奈川県川崎
市、大阪市西淀川区、熊本県水俣市な
どを対象地域として、被害救済や環境
再生の研究に取り組んできました。環境再生とは、住民が
主体となって、破壊された地域環境、地域社会の再生まで
展望して公害・環境問題の解決を図り、維持可能（サステ
イナブル）な地域をめざすことを意味します。環境再生の
重要性を提起したのは、商学部におられた宮本憲一名誉教
授です。宮本先生には、「公害研究委員会」という学際的
研究グループの中で、大学院生時代から学恩を受けてきま
した。この商学部で、これから教育・研究等に携われるこ
とを光栄に感じています。
（早稲田大学政治経済学部卒・一橋大学大学院経済学研究
　科修了・東京経済大学経済学部勤務）

　桜の季節も終わり、新しい年度
も順調にスタートしたようです。

　さて、今回の商友会ニューズレターNo.５では、前
号よりの発刊の主旨に基づき、商学部卒業生へのメッ
セージだけにとどまらず、学部・研究科の先生方、卒
業生、現役学生の間の“交流の場”として情報の共有化
を目指していますが、その一環で編集委員の皆様のお
力をお借りして、今回の商友会ニューズレターのレイ
アウトをリニュアルし、フォント（書体）も読みやすい
“新ゴシック体”を採用いたしました。
　今後も、皆さんのご意見をお聞きしながら、より親
しみのあるニューズレターにしてまいります。（大西)

商友会収支報告
（自2010年4月1日　至2011年3月31日）

注）＊1　普通預金1,503,926、自動継続スーパー定期667,585
　　＊2　決算利息810、口座解約利息19、受取利息20,705
　　＊3　普通預金3,715,293
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商友会会計担当　向山敦夫(大阪市立大学)
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　　　　　　　【支出の部】

ホームカミング・デー懇親会会費

印刷費(ニューズレター）

郵送料

アルバイト代

役員会打ち合わせ(前期修正）

役員会打ち合わせ

税金

商学部への補助

　　（小　計）

次期繰越＊3

　合　　計

　　　　　　【収入の部】

前期繰越＊1

受取利息＊2

60周年記念国際シンポジウム

教員厚生会より補助

　合　　計
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